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歴
史
を
紐
解
く

足
利
政
権
の
混
迷 

そ
の
二

　

 

将
軍
義
政
か
ら
義
尚
の
時
代
へ

　

関
東
で
は
戦
乱
が
つ
づ
き
・
・
・

　　

享
徳
三
年
十
二
月（1455

）、幕
府
と
山
内
・
扇
谷
両
上
杉
家
は
、鎌
倉
か
ら
古
河
に
移
っ
た「
古
河
公
方
」

の
足
利
成
氏
と
睨
み
合
い
、
享
徳
の
乱
が
勃
発
し
た
。
こ
の
争
い
は
関
東
一
円
に
拡
大
し
た
の
で
、
将
軍

義
政
は
、
長
禄
二
年
（1458

）、
対
抗
策
と
し
て
、
新
た
に
異
母
兄
の
政
知
を
鎌
倉
公
方
に
任
命
し
て
東

国
に
送
っ
た
。
と
こ
ろ
が
鎌
倉
に
入
れ
ず
、
伊
豆
堀
越
に
留
ま
っ
た
。

　

関
東
管
領
と
し
て
下
向
し
た
上
杉
房
顕
は
、　

翌
年
、
太
田
庄
の
戦
い
で
成
氏
に
大
敗
し
、
寛か
ん

政し
ょ
う

七
年

（1466

）
に
陣
没
し
た
の
で
、
越
後
上
杉
家
出
身
の
顕
定
が
後
継
者
と
な
る
。

電
子
版
市
民
プ
レ
ス　
第
70
号

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
地
域
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
第
70
号
（2015/10/5

発
行
）
の
電
子
版
と

し
て
再
編
集
し
ま
し
た
。
電
子
書
籍
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
で
お
読
み
下
さ
い
。

ま
た
ご
利
用
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、電
子
書
籍
の
閲
覧
が
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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白
井
長
尾
家
の
景
春
は
不
満
で
・
・
・

　

文
明
五
年
（1473

）
に
は
、
五い

十か
っ

子こ

陣じ
ん

で
山
内
家
家
宰
の
長
尾
景
信
（
白
井
長
尾
家
）
が
死
去
、
そ
の

家
督
は
子
の
景
春
が
継
い
だ
。
し
か
し
、
景
春
の
叔
父
に
当
る
当
主
・
上
杉
顕
定
は
、
惣
社
長
尾
家
の
長

尾
忠
景
に
家
宰
の
職
を
与
え
る
。
家
宰
職
は
陪
臣
（
ま
た
家
来
、
非
直じ
き

參さ
ん

）
な
が
ら
関
東
管
領
の
補
佐
役

と
あ
っ
て
、
当
時
の
関
東
で
は
大
き
な
権
力
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
長
尾
氏
は
持
ち
回
り
で
家
宰
職
を
務
め
て
い
た
の
で
、
同
家
の
家
宰
と
し
て
重
き
を
な
し

た
景
仲
を
祖
父
、
そ
の
跡
を
継
い
だ
景
信
を
父
に
も
つ
名
門
に
生
ま
れ
た
長
尾
景
春
は
、
不
満
を
も
っ

て
上
杉
顕
定
に
対
し
て
反
旗
を
翻
す
。
そ
の
と
き
、
景
春
に
戦
い
を
挑
ん
だ
の
は
扇お
う
ぎ

谷が
や
つ

上
杉
家
々
宰
・

太
田
道
灌
、
そ
の
人
で
あ
る
。
瞠
目
す
べ
き
活
躍
だ
っ
た
（
長
尾
景
春
の
乱
へ
）。

　

道
灌
の
江
戸
城
は
・
・
・

　

城
下
に
水
運
を
も
っ
て
い
た

　

当
時
の
江
戸
に
は
、
平
川
（
現
在
の
神
田
川
お
よ
び
日
本
橋
川
の
前
身
）
が
日
比
谷
入
江
に
流
れ
込
み
、

西
に
日
比
谷
入
江
、
東
は
江
戸
前
島
が
眺
め
ら
れ
、
武
蔵
国
の
代
表
的
な
湊
で
あ
っ
た
。
江
戸
や
品
川
は

利
根
川
（
現
在
の
古
利
根
川
・
中
川
）
や
荒
川
な
ど
の
河
口
に
も
近
く
、
北
関
東
の
内
陸
部
か
ら
水
運
を

用
い
て
鎌
倉
・
小
田
原
・
西
国
方
面
に
出
る
た
め
の
中
継
地
点
と
な
っ
て
い
た
。

　

鎌
倉
街
道
と
浅
草
を
結
ぶ
道
路
が
江
戸
城
と
平
川
に
沿
っ
て
東
西
に
走
り
、
海
辺
の
台
地
上
に
立
つ
江

戸
城
の
城
下
町
が
形
成
さ
れ
た
。

　

太
田
道
灌
は
堅
固
な
城
を
築
く

　

長
禄
元
年
（1457

）、
ま
だ
二
十
六
才
だ
っ
た
道
灌
は
江
戸
に
堅
固
な
城
郭
を
完
成
す
る
。
当
時
の
江

戸
城
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
資
料
（
道
灌
と
親
交
の
あ
っ
た
禅
僧
正し
ょ
う

宗じ
ゅ
う

龍り
ゅ
う

統と
う

や
漆し
っ
と
う
ば
ん
り

桶
万
里
∧
万ば
ん

里り

集し
ゅ
う

九く

∨
の
詩
文
な
ど
）
に
よ
っ
て
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

道
灌
の
江
戸
城
は
、
子し

城じ
ょ
う、

中な
か

城じ
ょ
う、

外と

城じ
ょ
うの

三
重

構
造
を
も
ち
、
周
囲
を
切き
り

岸ぎ
し

（
斜
面
を
削
っ
て
人
工
的

に
つ
く
っ
た
断
崖
）
や
水
堀
で
巡
ら
し
、
門
や
橋
で

結
ん
で
い
た
（「
子
城
」
は
本
丸
の
漢
語
表
現
）。

　

招
か
れ
た
五
山
の
長
老
と
禅
僧
と

　

道
灌
に
招
か
れ
て
詩
文
を
寄
せ
た
の
は
、
京
都
五

山
と
鎌
倉
五
山
の
長
老
た
ち
で
あ
る
が
、
道
灌
と
親

太田道灌像 伊勢崎市大慈寺蔵
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交
の
あ
っ
た
禅
僧
正
宗
龍
統
や
、
二
年
近
く
も
江
戸
城
に
滞
在
し
た
詩
僧
、
万
里
集
九
（
漆
桶
万
里
）
は
、

城
内
の
出
来
事
に
つ
い
て
も
生
々
し
く
語
っ
て
い
る
。

　
「
静
じ
ょ
う

勝し
ょ
う
軒け
ん
」
な
ど
を
建
て
る
・
・
・

　

集
九
の
東
国
旅
行
記
『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
拠
れ
ば
、
道
灌
は
中
城
に
「
静
勝
軒
」
と
名
付
け
た
居
宅
を

設
け
、
背
後
に
は
望
楼
を
築
い
た
。
そ
の
名
は
彼
が
用
兵
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
「
兵
は
静
な
る
を
以
て
勝

つ
」（
中
国
の
兵
書
の
な
か
の
句
）
か
ら
と
っ
た
も
の
と
い
う
。
ま
た
、
泊
船
亭
、
含が
ん

雪せ
っ

斎さ
い

と
呼
ば
れ
る
建

物
な
ど
が
建
て
ら
れ
た
。

　

文
明
十
年
（1478

）
の
こ
ろ
に
は
、
日
枝
神
社
を
は
じ
め
、
築つ
く

土ど

神
社
や
平
河
天
満
宮
な
ど
今
に
残
る

多
く
の
神
社
が
江
戸
城
周
辺
に
勧
請
、
造
営
さ
れ
た
。
現
在
の
江
戸
城
に
は
道
灌
濠
の
名
が
残
さ
れ
、
当

時
の
面
影
を
残
す
。

　

城
内
で
武
芸
を
鍛
え
る

　

道
灌
は
、
こ
こ
で
兵
士
の
鍛
錬
に
勤
し
み
、
城
内
に
弓
場
を
設
け
て
士
卒
に
日
々
稽
古
を
さ
せ
、
怠
け

る
者
か
ら
は
罰
金
を
取
っ
て
、
そ
れ
を
茶
代
に
あ
て
た
と
い
う
。

　

太
田
道
灌
は
諸
書
を
求
め
て
兵
学
を
学
び
、『
易
経
』
に
通
じ
て
当
時
の
軍
配
者
（
軍
師
）
の
必
須
の

教
養
で
あ
っ
た
易
学
を
修
め
る
。
ま
た
武
経
七
書
に
通
じ
、『
太
田
家
譜
』
に
よ
る
と
管
領
・
細
川
勝
元

に
兵
書
を
贈
っ
た
と
さ
れ
る
。
道
灌
の
兵
法
は
「
足
軽
軍
法
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ま
で
の
騎
馬
武
者
に
よ

る
一
騎
討
ち
を
排
し
て
、
当
時
、
登
場
し
始
め
た
足
軽
を
活

用
し
た
集
団
戦
術
だ
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
も
道
真
父
子
は
歌
人
だ
っ
た

　

父
・
資す
け

清き
よ

（
道
真
）
は
、
優
れ
た
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
、

文
明
元
年
（1469

）、
歌
人
の
宗そ
う

祇ぎ

と
心
敬
を
招
い
て
連
歌

会
を
催
し
て
い
る
（『
河
越
千
句
』）
が
、
そ
の
子
、
道
灌
も

飛あ
す

鳥か

井い

雅ま
さ

親ち
か

（
室
町
中
・
後
期
の
歌
人
・
公
卿
）・
万
里
集
九

な
ど
と
交
流
し
て
歌
道
に
精
通
し
て
い
た
。
文
明
元
年
か
ら

同
六
年
（1474

）
頃
、
歌
人
・
心
敬
を
品
川
の
館
に
招
い
て
連
歌
会
を
催
し
、「
品
川
千
句
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
が
、
文
明
六
年
に
は
心
敬
を
判
者
に
江
戸
城
で
歌
合
を
行
い
、「
武
州
江
戸
二
十
四
番
歌
合
」
が

残
さ
れ
て
い
る
。

　

武
士
の
嗜
み
と
は
い
え
、
道
真
・
道
灌
の
風
雅
な
生
き
ざ
ま
が
偲
ば
れ
る
。

道
灌
公
像

川
越
城
大
手
門
跡
（
現
・
川
越
市
役
所
前
）
で
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幼
く
し
て
学
門
を
修
め
た
道
灌
は

　

幼
名
を
鶴
千
代
と
い
い
、『
永
享
記
』
な
ど
に
よ
る
と
、
鎌
倉
五
山
（
建
長
寺
か
？
）
で
学
問
を
修
め
、

足
利
学
校
（
現
・
栃
木
県
足
利
市
）
で
も
学
ん
だ
と
い
う
。

　

五
山
の
長
老
は
、
当
時
の
日
本
と
明み
ん

と
の
外
交
と
貿
易
の
責
任
者
と
し
て
、
実
務
に
も
明
る
い
「
経
済

僧
」
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
彼
ら
は
、
当
時
の
宗
教
界
、
文
学
界
の
最
高
峰
と
さ
れ
て
い
た
。

　

長
尾
景
春
の
乱
が
起
こ
る

　
長
尾
景
春
の
恨
み
は
・
・
・

　

上
記
し
た
よ
う
に
、
文
明
五
年
に
死
去
し
た
山
内
家
々
宰
・
長
尾
景
信
の
後
継
は
、
当
主
・
顕
定
の
意

向
に
よ
っ
て
、
長
尾
忠
景
（
惣
社
長
尾
家
）
が
選
ば
れ
た
。

　

長
尾
景
春
は
、
関
東
管
領
家
の
家
宰
に
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
深
く
怨
ん
で
、
従
兄
弟
の
太
田
道
灌
に

対
し
て
同
心
を
求
め
た
。
し
か
し
、
道
灌
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
直
ち
に
主
君
・
扇
谷
定
正
と
父
・
道
真
の

守
る
五
十
子
の
陣
に
向
か
う
。
景
春
を
懐
柔
す
る
た
め
に
武
蔵
国
守
護
代
に
つ
け
て
、
忠
景
を
一
旦
退
け

る
よ
う
関
東
管
領
の
顕
定
に
進
言
し
た
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
顕
定
に
諫
言
し
た
道
灌
は
却
っ
て
父
の
道

真
に
叱
責
さ
れ
る
（『
太
田
道
灌
状
』）。

　
鉢
形
城
で
挙
兵

　

文
明
八
年
六
月
、
管
領
家
の
家
宰
に
な
れ
な
か
っ
た
、
上
杉
家
の
有
力
家
臣
・
長
尾
景
春
は
、
翌
、
文

明
九
年
の
正
月
（
１
４
７
７
年
２
月
）、鉢
形
城
（
現
・
埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
鉢
形
に
所
在
）
で
挙
兵
し
、

二
千
五
百
騎
を
率
い
て
上
杉
勢
の
五
十
子
陣
を
急
襲
す
る
。

　

顕
定
・
忠
景
は
景
春
の
力
を
軽
視
し
て
い
た
が
、
景
春
は
優
れ
た
武
勇
の
士
で
あ
り
、
白
井
家
の
力
は

他
の
長
尾
氏
一
族
よ
り
も
抜
き
ん
出
て
い
た
の
で
、
五
十
子
陣
に
在
っ
た
上
杉
方
の
武
将
達
は
動
揺
し

た
。
景
春
の
僅
か
な
兵
に
よ
っ
て
、
十
八
年
も
の
間
、
対
古
河
公
方
戦
の
最
大
の
防
御
拠
点
と
な
っ
て
い

た
五
十
子
陣
は
打
ち
落
と
さ
れ
、
顕
定
と
定
正
は
上
野
へ
逃
れ
た
。

　

太
田
道
灌
は
溝
呂
木
・
小
磯
を
速
攻

　

景
春
に
味
方
す
る
国
人
が
続
出
し
て
上
杉
氏
は
危
機
に
陥
り
、さ
ら
に
石
神
井
城
（
現
・
東
京
都
練
馬
区
）

の
豊
島
泰
経
が
長
尾
景
春
に
呼
応
し
た
た
め
、
江
戸
城
と
河
越
城
の
連
絡
が
絶
た
れ
る
。
同
年
三
月
、
太

田
道
灌
は
兵
を
動
か
し
て
景
春
方
の
溝
呂
木
城（
現
・
神
奈
川
県
厚
木
市
）と
小
磯
城（
現
・
神
奈
川
県
大
磯
町
）

を
速
攻
し
て
攻
略
し
、
小
机
城
、
小
沢
城
を
攻
め
る
。

　
道
灌
は
豊
島
氏
を
打
ち
破
る
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方
が
撤
兵
す
る
。
だ
が
道
灌
の
東

奔
西
走
の
活
躍
に
よ
っ
て
景
春
は

封
じ
込
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
こ
ろ
都
で
は
・
・
・

  　
応
仁
の
乱
が
収
束
す
る
！

　

文
明
六
年
四
月
、
山
名
宋
全
の
後
継
者
と
な
っ
た
政
豊
と
細
川
勝
元
の
子
、
政
元
と
の
間
に
よ
う
や
く

和
睦
が
成
立
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
東
軍
と
西
軍
と
の
間
に
は
小
競
り
合
い
が
続
い
て
い
た
。

　
大
内
政
弘
の
西
軍
は
帰
国
へ

　

文
明
八
年
九
月
、
大
内
政
弘
は
将
軍
義
政
か
ら
出
さ
れ
た
和
睦
の
要
請
を
受
諾
し
、
同
九
年
（1477

）、

戦
い
は
一
気
に
終
結
に
向
か
う
。
十
月
、
政
弘
は
新
将
軍
と
な
っ
た
足
利
義
尚
の
名
で
周
防
・
長
門
・
豊

前
・
筑
前
の
四
ヶ
国
の
守
護
職
を
安
堵
さ
れ
、

　

江
戸
城
の
至
近
に
拠
る
豊
島
氏
を

早
期
に
妥
当
す
べ
く
、
四
月
、
道
灌

は
兵
を
発
し
て
豊
島
泰
経
・
泰
明

兄
弟
を
江
古
田
・
沼
袋
原
の
戦
い

で
撃
破
し
、
そ
の
ま
ま
石
神
井
城

を
落
し
、
豊
島
氏
を
没
落
さ
せ
た
。

五
月
、
道
灌
は
用
土
原
の
戦
い
で
長

尾
景
春
を
破
り
、
本
拠
の
鉢
形
城
を

囲
ん
だ
が
、
古
河
公
方
の
成
氏
が

出
陣
し
た
た
め
に
撤
退
し
た
の
で
、

景
春
を
討
つ
好
機
を
逃
し
た
。

　
景
春
を
封
じ
る
・
・
・

　

道
灌
は
上
野
国
に
侵
攻
し
て
塩

売
原
で
長
尾
景
春
と
対
陣
す
る
が
、

決
着
は
つ
か
ず
、
十
一
月
に
は
双

　
長
尾
景
春
の
乱

鉢
形
城
で
挙
兵
し
た
景
春
と
、
彼
に
与

し
た
各
地
の
国
人
を
追
っ
て
、
太
田
道

灌
の
奮
迅
の
戦
い
は
続
く
。
上
杉
家
の

危
機
は
救
わ
れ
た
が
・
・
・

太
田
道
灌
が
拠
点

と
し
た
地
域

戦
闘
が
行
わ
れ
た
地
域
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関
東
の
戦
乱
も
終
末
に
・
・
・

　

文
明
九
年
一
月
、
長
尾
景
春
に
よ
っ
て
五
十
子
の
陣
は
解
体
さ
れ
、
古
河
公
方
に
対
抗
す
る
攻
守
網
が

崩
れ
た
。
し
か
も
、
こ
の
乱
に
乗
じ
て
攻
め
入
っ
た
成
氏
軍
に
よ
っ
て
、
関
東
管
領
の
上
杉
顕
定
と
扇
谷

上
杉
家
の
上
杉
定
正
は
、上
野
国
白
井
付
近
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
る
。
上
杉
家
内
部
の
不
和
も
顕
在
化
し
、

和
睦
へ
の
期
待
は
一
挙
に
高
ま
っ
た
。

　

翌
、
文
明
十
年
正
月
、
古
河
公
方
の
成
氏
は
、
家
臣
の
簗や
な

田だ

持も
ち

助す
け

（
下
総
国
水
海
城
∧
現
・
茨
城
県
古
河

市
∨
城
主
）
を
通
じ
て
、
山
内
上
杉
家
々
宰
の
長
尾
忠
景
に
対
し
て
和
議
を
打
診
す
る
。
追
い
詰
め
ら
れ

た
山
内
上
杉
家
の
顕
定
と
扇
谷
上
杉
家
の
定
正
は
、
幕
府
と
成
氏
の
和
睦
を
取
り
持
つ
こ
と
を
条
件
に
古

河
公
方
と
和
睦
し
た
（
こ
の
年
を
最
後
に
成
氏
側
の
文
書
か
ら
「
享
徳
」
の
元
号
が
消
え
る
）。

　
道
灌
は
小
机
城
を
包
囲
す
る

　

し
か
し
、
こ
の
和
議
の
動
き
を
妨
害
す
る
よ
う
に
、
豊
島
泰
経
が
平
塚
城
で
再
挙
し
た
。
道
灌
は
直
ち

に
こ
れ
を
陥
れ
た
の
で
、
泰
経
は
小
机
城
（
現
・
神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
）
に
逃
れ
る
。
小
机
城
を
包
囲

し
た
が
、
城
の
守
り
が
堅
固
な
上
、
攻
め
手
が
小
勢
だ
っ
た
の
で
、
包
囲
は
数
十
日
に
及
ん
だ
。
道
灌
は

　
勝
敗
が
無
い
ま
ま
乱
は
終
結
す
る

　

十
一
月
に
は
諸
大
名
ら
が
撤
収
し
、
西
軍
は
僅
か
一
日
で
解
体
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
京
都
で
の

戦
闘
は
収
束
し
て
九
日
後
の
同
月
二
十
日
、幕
府
に
よ
っ
て
「
天
下
静せ
い

謐ひ
つ

」（
天
下
が
穏
や
か
に
治
ま
る
こ
と
）

の
祝
宴
が
催
さ
れ
、
十
一
年
に
及
ぶ
大
乱
の
幕
は
降
ろ
さ
れ
た
。

　
戦
乱
の
影
響
は
・
・
・

　

こ
の
戦
乱
は
延
べ
数
十
万
の
兵
士
が
都
に
集
結
し
た
の
で
、
主
要
な
戦
場
と
な
っ
た
京
都
は
灰
燼
と
化

し
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
荒
廃
し
た
。
但
し
、
公
家
や
僧
侶
は
乱
を
避
け
て
地
方
に
逃
れ
た
の
で
，

彼
ら
に
よ
っ
て
京
都
の
文
化
が
地
方
に
広
め
ら
れ
た
。
こ
の
事
実
は
見
逃
せ
な
い
。

　

一
方
、
戦
い
に
よ
っ
て
幕
府
や
守
護
大
名
の
衰
退
は
加
速
し
、
人
々
の
身
分
や
社
会
は
流
動
化
す
る
。

や
が
て
戦
国
時
代
に
突
入
す
る
誘
因
と
な
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
戦
乱
は
、
期
間
の
大
半

が
文
明
年
間
で
あ
っ
た
た
め
「
応
仁
・
文
明
の
乱
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
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田
道
灌
状
』
は
、
文
明
十
二
年
十
一
月
、
扇
谷
上
杉
氏
家
宰
の
道
灌
が
、
山
内
上
杉
氏
の
家
臣
・
高
瀬
民

部
少
輔
に
出
し
た
書
状
で
、
長
尾
景
春
の
乱
で
活
躍
し
た
道
灌
自
身
の
活
躍
振
り
に
つ
い
て
三
十
九
ヶ
条

に
わ
た
っ
て
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
己
の
功
績
を
正
当
に
評
価
し
な
い
主
家
に
対
す
る
不
満
と

苛
立
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
都と

鄙ひ

合が
っ

体た
い

が
成
立
す
る

　

長
年
の
間
難
航
し
て
い
た
幕
府
と
の
和
睦
交
渉
も
よ
う
や
く
進
展
す
る
。
越
後
守
護
上
杉
房
定
が
幕
府

管
領
細
川
政
元
と
の
仲
介
に
立
ち
、
文
明
十
四
年
十
一
月
（1483

年1

月
）、
古
河
公
方
と
両
上
杉
家
、

幕
府
と
の
和
睦
が
成
立
し
た
。
こ
れ
を
「
都
鄙
合
体
」（「
都
鄙
」
と
は
都
会
と
田
舎
の
意
）
と
い
い
、
三
十

年
近
く
に
及
ん
だ
享
徳
の
乱
は
こ
こ
に
終
結
し
た
。
そ
の
結
果
、

　
古
河
公
方
と
堀
越
公
方
の
併
立

　

成
氏
が
引
き
続
き
関
東
を
統
治
す
る
一
方
で
、
伊
豆
の
支
配
権
に
つ
い
て
は
政
知
に
譲
る
こ
と
に
な
っ

て
、
二
人
の
公
方
が
並
存
す
る
状
態
は
以
後
も
継
続
さ
れ
る
。

「
小
机
は
先
ず
手
習
い
の
は
じ
め
に
て
、い
ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぢ
り
に
な
る
」
と
い
う
戯
れ
歌
を
つ
く
っ

て
兵
に
歌
わ
せ
、
士
気
を
鼓
舞
し
て
四
月
に
は
こ
れ
を
攻
め
落
と
し
た
（『
太
田
家
記
』）。
城
に
匿か
く
まわ
れ
て

い
た
泰
経
は
行
方
知
れ
ず
と
な
り
、
名
門
の
豊
島
氏
は
歴
史
か
ら
姿
を
消
す
。
続
い
て
長
尾
景
春
方
の
諸

城
を
相
模
か
ら
一
掃
し
た
。

　
房
総
半
島
に
出
兵
し
て
拠
点
を
一
掃

　

十
二
月
、
和
議
に
反
対
す
る
古
河
公
方
の
有
力
武
将
だ
っ
た
千
葉
孝の
り

胤た
ね

を
境
根
原
合
戦
で
破
り
、
翌
年

に
は
孝
胤
と
千
葉
氏
当
主
の
座
を
争
っ
て
い
た
千
葉
自よ
り

胤た
ね

を
擁
し
て
、
弟
（
ま
た
は
甥
か
）
の
太
田
資
忠

を
房
総
半
島
に
出
兵
さ
せ
る
。
千
葉
氏
の
拠
点
の
一
つ
だ
っ
た
臼
井
城
攻
略
中
に
資
忠
は
戦
死
し
た
が
、

真ま

里り

谷や
つ

城
を
構
え
る
真
里
谷
武
田
氏
を
降
し
、
ま
た
海う
な

上か
み

氏
な
ど
、
房
総
半
島
か
ら
反
対
勢
力
を
一
掃
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
つ
い
に
日
野
城
が
落
城

　

抵
抗
を
続
け
て
い
た
長
尾
景
春
も
、文
明
十
二
年（1480

）六
月
、最
後
の
拠
点
と
し
て
い
た
日
野
城（
現
・

埼
玉
県
秩
父
市
）
を
道
灌
に
攻
め
落
と
さ
れ
て
没
落
す
る
。

　

道
灌
は
実
に
三
十
数
回
の
合
戦
を
戦
い
抜
き
、殆
ど
独
力
で
上
杉
家
の
危
機
を
救
っ
た
。『
太
田
道
灌
状
』

で
、山
内
家
が
武
蔵
・
上
野
両
国
を
支
配
で
き
る
の
は
、私
の
功
で
あ
る
」と
自
ら
述
べ
て
い
る
。
な
お
、『
太
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題
で
あ
る
が
、
作
品
は
年
代
順
に
編
集
さ
れ
、
注
も
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
数
多
の
見
聞
記
録
は
、
当

時
の
動
向
を
生
き
生
き
と
今
に
伝
え
、
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
江
戸
城
内
の
「
静
勝
軒
」
で
歓
迎

　

万
里
が
江
戸
に
到
着
し
た
翌
日
（
十
月
三
日
）、
城
内
で
歓
迎
の
晩
餐
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
会
場
は

丘
の
上
に
建
て
ら
れ
た
静
勝
軒
で
、
江
戸
に
向
か
う
以
前
に
依
頼
さ
れ
、
こ
の
高
楼
か
ら
の
眺
め
を
詠
ん

で
い
る
。

　

本
丸
に
設
け
た
居
宅
の
静
勝
軒
の
背
後
に
は
、
眺
望
の
優
れ
た
高
閣
が
在
っ
た
こ
と
が
、『
江
戸
城
静

勝
軒
詩
序
并
江
亭
記
等
写
』（
作
者
は
臨
済
宗
黄
竜
派
の
禅
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
正
宗
龍
統
）
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　
宴
の
席
に
つ
い
た
万
里
は
・
・

　

静
勝
軒
か
ら
の
眺
望
を
楽
し
み
、「
窓
を
開
く
る
と
き
は
、
す
な
わ
ち
隅
田
河
、
東
に
在
り
。
筑
波
山
、

北
に
在
り
。
富
士
、
諸
峯
に
出い

ず
。 

三み
つ

日か

程て
い

の
西
に
在
り
。
そ
の
東
南
に
向
か
い
て
、
海
波
万ば
ん
け
い頃
な
り
」

と
詠
む
。

　

つ
づ
い
て
九
日
に
開
か
れ
た
宴
会
に
は
、
道
灌
の
主
人
に
当
る
上
杉
定
正
が
来
臨
し
て
宴
が
開
か
れ
、

「
相
州
太
守
の
宴
に
陪ば
い

す
。
は
じ
め
て
道
灌
公
の
舞
を
見
る
」
と
記
し
て
い
る
。

　

万
里
集
九
を
江
戸
城
に
招
く

　
武
蔵
の
武
将
と
の
交
際
が
始
ま
る

　

文
明
十
二
年
、
道
灌
が
家
宰
を
つ
と
め
る
扇
谷
上
杉
家
の
当
主
、
定
正
に
依
頼
さ
れ
て
、
詩
僧
・
万
里

集
九
は
「
贋が
ん

釣ち
ょ
う

斎さ
い

」（
定
正
の
∧
斎
号
＝
書
斎
の
名
∨
）
の
詩
を
作
る
。
そ
の
後
関
東
の
武
者
た
ち
と
の
交

渉
が
密
に
な
り
、
同
十
七
年
に
は
、
道
灌
に
依
頼
さ
れ
て
「
静
勝
軒
」
の
詩
を
詠
む
。
二
人
の
交
友
は
さ

ら
に
進
ん
で
、
つ
い
に
道
灌
は
、
彼
を
江
戸
城
に
招
聘
し
た
。
そ
の
年
の
十
月
か
ら
、
万
里
は
二
年
に
わ

た
っ
て
江
戸
に
滞
在
し
、
城
主
ら
と
の
交
友
の
日
々
を
過
ご
す
。

　　
こ
の
人
、
万
里
集
九
は
・
・
・

　

正
長
元
年
（
1
4
2
8
）、
近
江
国
に
生
ま
れ
る
。
京
都
の
東
福
寺
で
僧
と
な
り
、
相
国
寺
雲
頂
院
で

修
行
し
た
。
し
か
し
応
仁
の
乱
で
相
国
寺
が
焼
失
し
た
た
め
近
江
に
逃
れ
、
還
俗
し
て
美
濃
国
に
住
む
。

荒
廃
し
た
世
相
に
堪
え
て
文
学
に
対
す
る
執
心
を
堅
持
し
、
彼
の
知
名
度
を
高
く
し
て
い
っ
た
。

　
『
梅
花
無
尽
蔵
』
は
、
万
里
が
永
正
三
年
（1506

）
に
完
成
し
た
東
国
旅
行
記
（
漢
詩
文
、
７
巻
）
の
標
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さ
ら
に
、「
銀
燭
、
光
り
を
添
え
て
、
月
、
よ
う
や
く
円ま
ど

か
な
り
。
相
州
太
守
、
夜
、
筵え
ん

に
臨
む
。
春
風
、

袖
、
暖
か
に
、
婆
裟
と
舞
う
。
旅り
ょ
び
ん鬢
、
労
を
忘ぼ
う

じ
、
意
、
仙
な
ら
ん
と
欲
す
」、
と
あ
る
。

　

十
四
日
に
は
や
は
り
静
勝
軒
で
歌う
た
ひ
こ
う

披
講
（
歌
会
で
、
形
式
に
従
い
節
づ
け
し
て
披
露
す
る
こ
と
）
が
あ
り
、

万
里
を
迎
え
て
、
道
灌
を
中
心
と
し
て
人
々
の
文
学
活
動
は
さ
ら
に
活
性
化
し
て
い
っ
た
。
万
里
は
鵜
沼

を
出
発
し
て
以
後
、
江
戸
城
に
入
っ
て
か
ら
も
十
月
晦
日
ま
で
日
課
と
し
て
七
十
八
篇
の
詩
を
作
っ
て
、

文
学
へ
の
意
欲
を
燃
焼
さ
せ
て
い
る
。
参
考
資
料
＝
中
川
徳
之
助
：
万
里
秀
九
（
日
本
歴
史
学
会
編
・
吉
川
弘
文
館
）

　
「
静
勝
軒
」
の
壁
面
に
は

　

詩
板
が
掲
げ
ら
れ
、
全
詩
文
は
い
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
の
詩
文
は
、
京
都
・
鎌
倉
五
山
の
長

老
に
依
頼
し
た
作
品
で
、
文
明
八
年
（
１
４
７
６
）
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
九
年
後
に
は
、
鎌
倉
、
建

長
寺
の
住
持
を
し
た
詩
僧
二
人
の
詩
と
、
道
灌
に
招
か
れ
た
詩
僧
の
万
里
集
九
の
本
文
と
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
二
次
の
詩
板
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
一
次
の
詩
板
に
は
・
・
・

　

当
時
の
詳
し
い
江
戸
の
ま
ち
づ
く
り
、
交
易
の
実
情
が
生
き
生
き
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
湊
の
海

陸
の
に
ぎ
わ
い
、
交
通
が
盛
ん
で
、
江
戸
前
島
周
辺
に
は
大
小
の
商
船
や
漁
船
が
群
が
っ
て
、
多
種
多
様

な
物
資
が
集
散
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　
第
二
次
作
品
と
し
て
・
・
・

　
『
静
勝
軒
銘
詩
並
序
』
が
掲
げ
ら
れ
た
。
本
文
は
万
里

が
記
し
、
詩
は
建
長
寺
の
住
持
を
し
た
宗そ
う

猶ゆ
う

軒け
ん

玉ぎ
ょ
く

隠い
ん

、

易え
き

安あ
ん

軒げ
ん

竺じ
く

雲う
ん

が
記
す
。
道
灌
が
城
内
に
建
築
し
た
高
楼

の
名
称
、「
静
勝
」
の
理
念
に
始
ま
り
、つ
い
で
彼
が
争
っ

た
戦
闘
経
過
を
述
べ
る
。
江
戸
城
と
湊
の
景
観
を
描
写

し
、
ま
た
道
灌
の
軍
隊
の
訓
練
方
法
に
つ
い
て
も
触
れ

て
い
る
。

　

二
次
の
詩
板
と
一
次
の
そ
れ
と
の
間
に
は
十
年
も
の
月
日
が
流
れ
て
い
る
が
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、

江
戸
湊
の
様
相
が
か
な
り
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、湊
の
活
況
は
衰
え
て
き
た
よ
う
に
察
せ
ら
れ
る
。

　
万
里
は
越
生
に
赴
く

　

翌
文
明
十
八
年
の
六
月
、道
灌
の
父
、太
田
備
中
入
道
道
真
が
武
藏
国
越お
ご
せ生

（
現
・
埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
）

に
構
え
て
い
た
居
館
の「
自じ
と
く
け
ん

得
軒
」で
詩
歌
会
が
催
さ
れ
、万
里
は
こ
こ
に
招
か
れ
て
詩
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

　

越
生
は
道
真
が
山
深
い
山
中
に
砦
を
築
き
、
道
灌
は
こ
こ
で
生
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
太
田
父

子
に
と
っ
て
所
縁
の
地
で
も
あ
っ
た
。

● は 現・JR の駅名

当
時
の
地
形
を
推
定
す
る
と
・
・
・
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円
道
灌
大
居
士
、
ま
た
香
月
院
殿
春
苑
静
勝
道
灌
大
居
士
）。

　
臨
終
の
と
き
・
・
・

　

槍
で
刺
し
た
刺
客
は
、
歌
を
好
む
道
灌
に
対
し
て
上
の
句
と
し
て
、「
か
か
る
時
さ
こ
そ
命
の
惜
し
か

ら
め
」
と
読
む
と
、
致
命
傷
に
も
ひ
る
ま
ず
道
灌
は
下
の
句
、「
か
ね
て
な
き
身
と
思
い
知
ら
ず
ば
」
と

を
続
け
る
（
の
ち
に
新
渡
戸
稲
造
著
「
武
士
道
」
＝1899

＝
に
紹
介
さ
れ
た
）。

　

道
灌
の
暗
殺
は
、
扇
谷
家
の
力
を
弱
め
る
た
め
に
、
山
内
顕
定
が
画
策
し
、
こ
れ
に
扇
谷
定
正
が
乗
っ

て
し
ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
江
戸
城
の
乱
で
定
正
が
城
主
に

　

道
灌
が
謀
殺
さ
れ
た
年
の
冬
、
江
戸
城
内
で
戦
乱
が
発
生
し
、
城
主
と
し
て
後
を
継
い
だ
太
田
資
康
は

放
逐
さ
れ
る
。
代
わ
っ
て
主
君
上
杉
定
正
が
新
た
に
城
主
に
な
っ
た
の
で
、
資
康
は
は
甲
斐
国
に
逃
れ
た

（
永
正
二
年
＝1505

＝
の
頃
、
江
戸
城
に
復
帰
す
る
ま
で
二
十
年
も
の
亡
命
生
活
を
送
っ
た
）。

　

山
内
、
扇
谷
両
上
杉
氏
の
抗
争
へ

　

道
灌
の
暗
殺
に
よ
っ
て
、
道
灌
の
子
・
資
康
は
勿
論
、
扇
谷
上
杉
家
に
付
い
て
い
た
国
人
や
地
侍
の
多

く
が
山
内
家
に
走
っ
た
の
で
、
定
正
は
苦
境
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
翌
、
長
享
元
年
（1487

）
山
内
顕
定

と
扇
谷
定
正
は
決
裂
し
て
、
両
上
杉
家
は
抗
争
を
繰
り
広
げ
る
（「
長
享
の
乱
」）。

　

江
戸
城
の
危
機

　
道
灌
に
は
警
戒
と
反
感
が
・
・
・

　

道
灌
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
長
い
間
続
い
た
関
東
の
争
乱
、「
長
享
の
乱
」
は
終
り
、
彼
の
威
望
は
絶
大

な
も
の
と
な
っ
た
。
主
家
扇
谷
家
の
勢
力
は
拡
大
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
主
君
の
定
正
は
、
家
臣
が
主
君
を

軽
ん
じ
る
と
し
て
、
道
灌
に
反
感
を
抱
く
。

　
『
永
享
記
』
に
は
、
江
戸
・
河
越
両
城
の
補
修
を
怪
し
ん
だ
扇
谷
家
中
が
、
人
心
の
離
れ
た
山
内
家
に

対
し
て
道
灌
が
謀
反
を
企
て
て
い
る
と
し
て
、
定
正
に
讒
言
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
傷
に

対
し
て
道
灌
は
一
切
弁
明
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
万
一
に
備
え
て
、
嫡
男
の
資
康
を
和
議
の
人
質
を
名

目
と
し
て
古
河
公
方
成
氏
に
預
け
た
。

　
道
灌
が
暗
殺
さ
れ
る

　

文
明
十
八
年
七
月
二
十
六
日
、
扇
谷
定
正
の
糟か
す

屋や

館
（
現
・
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）
に
招
か
れ
た
道
灌

は
こ
こ
で
暗
殺
さ
れ
る
。
入
浴
後
、
風
呂
場
の
小
口
か
ら
出
た
と
こ
ろ
を
曽
我
兵
庫
に
襲
わ
れ
た
道
灌
は

斬
り
倒
さ
れ
た
（『
太
田
資
武
状
』）。
死
に
際
に
「
当
方
滅
亡
」
と
言
い
残
し
た
と
い
う
が
、
自
分
が
い
な

く
な
れ
ば
扇
谷
上
杉
家
に
未
来
は
な
い
と
い
う
予
言
だ
っ
た
。
享
年
五
十
五
才
（
法
名
は
、
大
慈
寺
殿
心
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大
石
信
濃
守
の
館
で
は
・
・
・

　

そ
の
こ
ろ
、東
国
を
旅
し
た
巡
歴
の
高
僧
が
い
た
。
道ど
う
こ
う
じ
ゅ
ご
う

興
准
后
と
い
い
、彼
の
記
し
た
『
迴
国
雑
記
』（
紀

行
文
）
の
文
中
に
は
、
現
在
の
地
名
が
数
多
く
登
場
す
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
当
時

を
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。

　

巡
歴
の
高
僧
、
道
興
は
宗
岡
に
・
・
・

　

文
明
十
八
年
（1486
）
六
月
、
京
都
を
発
っ
て
北
陸
路
か
ら
武
蔵
国
に
入
っ
た
。
武
州
十
玉
坊
（
比
定
地

と
し
て
、
現
・
志
木
市
の
西
部
）
を
拠
点
と
し
て
、
現
・
朝
霞
・
新
座
・
和
光
・
志
木
各
市
を
含
む
、
旧

新に
い
く
ら
ご
お
り

座
郡
を
周
遊
し
た
。
同
年
の
秋
、
志
木
市
域
の
宗
岡
を
訪
れ
、

　
「
む
ね
お
か
と
い
へ
る
所
を
通
り
侍は
べ

り
け
る
に
、
夕
の
煙
を
見
て
、

　

夕
け
ぶ
り
あ
ら
そ
う
暮
を
見
せ
て
け
り
わ
が
家
々
の
宗
岡
の
宿
」

と
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
歌
か
ら
は
、
夕
食
を
つ
く
る
煙
が
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
争
う
よ
う
に
立
ち
の
ぼ
る
光

景
が
眼
前
に
浮
か
ぶ
（
歌
碑
に
刻
ま
れ
て
、
上
宗
岡
の
千せ
ん
こ
う
じ

光
寺
近
く
に
建
て
ら
れ
た
）。

　
こ
の
人
、
道
興
准
后
は
・
・
・

　

関
白
、
の
ち
に
太
政
大
臣
と
な
っ
た
近こ
の
え衛
房ふ
さ
つ
ぐ嗣
の
子
で
、
永
享
二
年
（
1
4
3
0
）
に
生
誕
し
た
。
幼
少

の
こ
ろ
出
家
し
、
や
が
て
聖し
ょ
う
ご
い
ん

護
院
門も
ん
ぜ
き跡

（
当
時
は
、
修
験
道
の
本
山
派
を
統
括
す
る
地
位
）
と
な
る
。
そ
の
後
、

園お
ん
じ
ょ
う
じ

城
寺
の
長ち
ょ
う
り吏
、
熊く
ま
の野
三
山
お
よ
び
新い
ま

熊
野
の
検け
ん
ぎ
ょ
う校を
も
兼
ね
た
。

　

皇
后
な
ど
の
三
后
に
準
ず
る
待
遇
の
「
准
后
」
と
な
り
、
大
僧
正
に
任
じ
ら
れ
る
。
幕
府
の
八
代
将
軍
足

利
義
政
お
抱
え
の
護ご
じ
そ
う

持
僧
を
も
務
め
て
い
た
。
将
軍
の
相
続
争
い
に
端
を
発
し
た
応
仁
の
乱
は
、
十
一
年

も
繰
り
広
げ
ら
れ
て
京
都
は
焼
け
野
原
と
な
る
。
乱
は
終
息
し
た
も
の
の
、
時
代
は
本
格
的
な
戦
国
乱
世

に
向
か
い
、
武
蔵
国
も
同
様
だ
っ
た
。
道
興
准
后
が
諸
国
巡
歴
の
旅
を
始
め
た
の
は
、
そ
う
し
た
最
中
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
と
き
年
齢
は
五
十
七
才
だ
っ
た
。

　

眺
望
が
優
れ
た
大
石
氏
の
館
に
・
・
・

　

武
州
十
玉
坊
を
宿
と
し
た
道
興
は
、
翌
、
文
明
十
九
年
の
正
月
、
近
隣
に
在
っ
た
「
大
石
信
濃
守
の
館
」

（
比
定
地
と
し
て
、
志
木
市
柏
町
三
丁
目
、
現
・
志
木
市
第
三
小
学
校
敷
地
）
に
招
か
れ
た
。

　

当
主
は
、
当
時
武
蔵
国
の
管
理
を
任
さ
れ
て
い
た
守
護
代
（
守
護
の
下
の
役
職
）、
信
濃
大
石
家
十
一
代

の
顕あ
き
し
げ重

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
大
石
氏
は
代
々
武
蔵
国
守
護
の
山
内
上
杉
氏
と
共
に
各
地
に
参
戦

し
、
過
ぐ
る
文
明
三
年
、
古
河
の
公
方
・
成
氏
を
攻
め
た
顕
重
は
、
戦
功
に
よ
り
、
将
軍
義
政
か
ら
感
状

を
下
付
さ
れ
て
い
る
。
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道
興
は
、
館
に
彼
を
訪
ね
て
、「
あ
る
時
大
石
信
濃
守
と
い
へ
る
武
士
の
館
に
ゆ
か
り
侍
り
て
、
ま
か

り
て
遊
び
侍
る
に
、
庭
前
に
高
閣
あ
り
。
矢
倉
な
ど
を
相
か
ね
て
侍
り
け
る
に
や
。
遠
景
勝
れ
て
、
数
千

里
の
江
山
眼
の
前
に
尽
き
ぬ
と
お
も
ほ
ゆ
。
あ
る
じ
杯
取
り
出
し
て
、
暮
過
ぐ
る
ま
で
遊
覧
し
け
る
に
、

　

一い
っ

閑か
ん

興き
ょ
うに

乗
じ
屢
し
ば
し
ば

楼
に
登
る

　

遠
近
の
江
山
幾
州
を
分わ
か

つ

　

落ら
く

雁が
ん

霜
に
叫
び
風
颯さ
つ

々さ
つ

　

白は
く

沙さ

翠す
い

竹ち
く

斜
陽
幽か
す
かな

り
」

　

興
に
乗
じ
て
何
度
も
高
楼
に
登
っ
た
道
興
は
、
遠
近
の
山
河
が
幾
つ
も
の
国
を
区
切
っ
て
い
る
様
子
を

眺
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
づ
い
て
道
興
は
、

　
大
石
氏
の
館
に
再
び
招
か
れ
て
・
・
・

　
「
野
遊
の
つ
で
に
、
大
石
信
濃
守
が
館
へ
招
引
し
侍
り
て
、
鞠
な
ど
興
行
に
て
、
夜
に
入
り
け
れ
ば
、

二
十
首
の
歌
を
す
す
め
け
る
に　
　
　
　

・
・
・（
中
略
）・
・
・
・

　

大
石
信
濃
守
、
父
の
三
十
三
回
忌
と
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
追
善
を
致
し
け
る
に
、
聞
き
及
び
侍
り
け
れ
ば
、

小
経
を
花
の
枝
に
つ
け
て
贈
り
侍
る
と
て
、

　

散
り
に
し
は
み
そ
ぢ
三
年
の
花
の
春
け
ふ
こ
の
本
に
と
ふ
を
待
つ
ら
む
」

　
先
代
・
房ふ
さ
し
げ重

の
供
養
だ
っ
た
か
？

　

道
興
が
訪
れ
た
と
き
、顕
重
は
戦
死
し
た
父
の
供
養
を
し
た
と
い
う
が
、父
は
、分
倍
河
原
の
戦
い
（
足

利
成
氏
の
率
い
る
鎌
倉
公
方
勢
と
上
杉
顕あ
き
ふ
さ房の

率
い
る
関
東
管
領
勢
と
の
間
で
行
わ
れ
た
合
戦
）
で
亡
く
な
っ

た
大
石
家
十
代
の
当
主
、
房
重
と
推
測
さ
れ
、
道
興
は
冥
福
を
祈
る
歌
を
添
え
て
花
一
枝
を
贈
っ
た
、
と

「
廻
国
雑
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
系
図
に
よ
れ
ば
・
・
・

　

信
濃
国
佐
久
郡
大
石
郷
に
住
ん
で
い
た
先
代
は
、
大
石
氏
を
名
乗
っ
て
本
拠
の
信
濃
か
ら
次
第
に
武
藏

へ
と
移
り
、
関
東
管
領
山
内
上
杉
家
に
仕
え
た
。
戦
功
に
よ
っ
て
入
間
・
多
摩
両
郡
の
柳
瀬
川
流
域
を
含

む
十
三
郷
を
与
え
ら
れ
る
。
武
蔵
国
の
目も
く
だ
い代

（
国
の
行
政
官
の
代
理
国
司
）
に
任
命
さ
れ
る
。
至
徳
元
年

（
1
3
8
4
）
に
は
浄
福
寺
城
（
現
・
八
王
子
市
下
恩
方
町
）
を
築
城
し
た
。

　
高
月
城
と
滝
山
城
を
築
く

　

大
石
家
十
一
代
の
顕
重
の
本
拠
は
、
長
禄
年
間
に
築
か
れ
た
「
高
月
城
」（
現
・
八
王
子
市
高
月
に
所
在
。

秋
川
の
断
崖
に
建
ち
、
東
は
多
摩
川
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
）
だ
っ
た
。
ま
た
後
継
ぎ
の
定さ
だ
し
げ重

は
、
大
永
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元
年
（
1
5
2
1
）
に
滝
山
城
を
築
い
て
、
主
城
を
こ
こ
に
移
転
し
て
い
る
。

　

柳
瀬
川
に
沿
っ
て
城
郭
は
西
方
に

　

さ
ら
に
、
大
石
氏
は
東
京
西
部
か
ら
埼
玉
県
の
南
部
に
向
か
っ
て
城
館
を
構
築
す
る
。
八
王
子
市
の
城

郭
群
と
志
木
市
と
の
中
間
に
当
る
、
柳
瀬
川
沿
い
の
崖
線
に

「
瀧
の
城
」
を
築
く
（
城
郭
の
一
部
は
、
現
・
所
沢
市
大
字
城し
ろ

に

残
さ
れ
て
い
る
）。
道
興
を
招
い
た
在
・
志
木
の
館
は
、
大
石

氏
の
西
端
の
支
城
と
し
て
築
か
れ
た
よ
う
だ
。

　
大
石
氏
の
城
館
群
の
役
目
は
・
・
・

　

八
王
子
か
ら
所
沢
を
経
て
志
木
へ
と
展
開
さ
れ
た
大
石
氏

の
備
え
は
、
何
を
防
御
す
る
た
め
だ
っ
た
の
か
。

　

鎌
倉
を
目
指
し
て
南
下
を
目
指
す
、
北
方
の
古
河
公
方
、

ま
た
、
そ
の
こ
ろ
南
か
ら
力
で
迫
り
来
る
後
北
条
氏
、
北
条

早
雲
の
攻
勢
に
備
え
、
し
か
も
川
越
城
か
ら
江
戸
城
へ
と
南

北
に
展
開
さ
れ
た
扇
谷
上
杉
氏
の
家
宰
・
太
田
氏
と
対
峙
す

る
、
山
内
上
杉
氏
の
重
臣
と
し
て
の
大
石
氏
が
構
え
た
、
必

死
の
戦
略
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
万
里
集
九
と
大
石
定
重
は
・
・
・

　

道
興
が
大
石
氏
に
招
か
れ
た
こ
ろ
、
江
戸
城
に
滞
在
中
の

詩
僧
・
万
里
は
、
顕
重
の
嫡
男
、
定
重
の
人
と
な
り
に
つ
い

て
記
し
、
定
重
は
活
動
的
な
人
物
だ
っ
た
と
い
う
。

　

志
木
市
史
に
よ
る
と
・
・
・

　

長
享
元
年
（
１
４
８
７
）、
大
石
定
重
は
万
里
集
九
に
館
亭

の
命
名
を
依
頼
し
、「
万
秀
斎
」
の
名
称
を
得
た
、と
い
う
（
市

史
通
史
編
と
中
世
編
）。
当
時
の
定
重
は
二
十
才
だ
っ
た
。
万

里
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
巻
二
の
一
節
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
（
訓
読
）。

　
丁
未
（
長
享
元
年
）
武
蔵
所
作

　

万ば
ん
し
ゅ
う
さ
い

秀
斎
の
詩
、
叙
は
別
巻
に
見
ゆ
、
武
蔵
目
代
大
石
定
重
之
を
請
い
、
図
工
に
命
じ
て
其
の
斎
を
図
す
。

高月城から東方に向かって城館を展開する

　　信濃大石氏の戦略
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尸し
じ
ゅ樹
は
東
南
に
し
て
飛
鳥
は
西
、
江
山
鐘
秀
で
看み

る
毎
に
迷
う
、
歓
声
尚
在
り
簾み
す

を
捲
き
て
久
し
、
菊
戸

春
を
耕
し
て
雨
一い
ち
れ
い犂
。
注
：
尸
樹
は
並
木
の
こ
と
。

　

図
工
に
命
じ
て
描
か
せ
た
、
そ
の
館
亭
か
ら
の
眺
め
の
画
を
見
て
詩
文
を
作
っ
て
欲
し
い
・
・
・
と
い

う
文
面
で
あ
る
。

　
「
長
享
」
に
改
元
さ
れ
る

　

文
明
十
九
年
、
疫
病
が
蔓
延
し
た
た
め
、
そ
の
年
七
月
、
長
享
に
替
わ
る
。

　

ま
た
巻
六
に
、「
万
秀
斎
詩
序
」
と
し
て

武
蔵
刺
史
之
幕
府
、
有
爪
牙
之
英
臣
、
是
曰
大
石
定
重
、
廼
木
曽
源
義
仲
十
葉
之
雲
孫
也
、
武
之
二
十
余

郡
悉
属
指
呼
、
忠
義
貫
日
、
始
終
一
節
、
規
勝
地
於
武
蔵
、
頗
設
塁
壁
之
備
、・
・
・
・
・
・
・
・

　

以
下
長
文
な
の
で
省
略
す
る
が
、
こ
の
詩
文
の
大
意
を
記
し
て
み
よ
う
。

　

大
意
：
武
蔵
国
の
長
官
の
本
営
に
は
勇
気
と
力
を
も
っ
た
優
れ
た
家
臣
が
い
る
。
大
石
定
重
と
い
い
、

木
曽
義
仲
十
代
目
の
子
孫
で
、
武
藏
国
の
二
十
余
郡
を
す
べ
て
掌
握
し
て
い
る
。
そ
の
忠
誠
は
終
始
一
貫

し
て
い
る
。
景
勝
の
地
を
選
ん
で
測
量
し
、
堅
固
な
土
塁
・
城
壁
の
備
え
を
設
け
、
近
頃
亭て
い

を
築
い
た
。

　

西
方
に
富
士
山
の
万
年
雪
、
東
方
に
は
果
て
し
な
く
霞
が
漂
っ
て
い
る
。
南
方
は
平
野
と
な
っ
て
松
原

が
望
ま
れ
、
涼
風
が
吹
い
て
自
然
の
調
べ
を
弦
の
無
い
琴
の
上
で
奏か
な

で
て
い
る
。
東
北
方
に
は
湖
水
と
二

つ
の
村
と
筑
波
の
峰
々
が
望
ま
れ
る
。
朝
に
も
暮
れ
に
も
快
く
、
ま
る
で
新
し
い
発
想
の
図
画
を
掛
け
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
開
け
ば
、
素
晴
ら
し
い
景
色
は
八
景
に
極
ま
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
地
で
は
違
う
。

一
度
簾み
す

を
巻
い
て
十
景
・
二
十
景
、
い
や
そ
れ
以
上
で
、
い
う
な
れ
ば
果
て
し
な
い
谷
は
流
れ
を
争
い
、

無
数
の
岩
は
美
し
さ
を
競
っ
て
譲
ら
な
い
の
で
あ
る
。
定
重
は
仲
介
者
を
通
し
て
こ
の
亭
の
名
を
つ
け
て

欲
し
い
と
い
う
。
そ
こ
で
万
秀
と
命
名
し
た
。
犬
は
の
ん
び
り
と
横
た
わ
り
住
民
は
平
和
を
謳
歌
し
て
お

り
、
こ
れ
を
よ
し
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
万
里
は
江
戸
を
去
る

　

万
里
は
道
灌
に
対
す
る
傾
倒
と
敬
愛
の
情
を
捧
げ
て
霊
前
に
祭
文
を
読
む
。
長
享
二
年
（1488

）
の
焼

香
の
一
篇
の
「
東
遊
遠
し
と
い
え
ど
も
、
君
、
招
く
が
た
め
に
す
。
冤え
ん

血け
つ

、
端は
し

無
く
、
九き
ゅ
う
し
ょ
う霄

に
濺そ
そ

く
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
悲
痛
な
情
念
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

万
里
は
、
道
灌
が
謀
殺
さ
れ
た
後
も
、
上
杉
家
当
主
の
定
正
に
引
き
止
め
ら
れ
て
江
戸
城
に
滞
在
し
て

い
た
が
、
長
享
二
年
六
月
に
起
っ
た
山
内
、
扇
谷
両
軍
の
菅
谷
原
の
合
戦
は
熾
烈
を
極
め
、
戦
死
者
は

七
百
人
を
越
え
、
軍
馬
の
死
も
数
百
疋ぴ
き

に
及
ぶ
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
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彼
は
時
期
の
到
来
を
感
じ
て
帰
国
を
決
意
す
る
。

　

同
年
八
月
十
四
日
の
辰
の
刻
（
現
・
午
前
八
時
）
に
朝
食
を
す
ま
せ
た
万
里
は
江
戸
城
を
発
ち
、
そ
の

日
の
夕
方
、
白
子
（
現
・
和
光
市
）
に
着
い
て
宿
泊
し
た
。
こ
の
際
、
数
十
騎
の
真し
ん

俗ぞ
く

（
武
士
）
が
、
彼

の
身
辺
を
警
護
す
る
た
め
か
、
そ
れ
と
も
別
れ
を
惜
し
ん
で
か
、
江
戸
か
ら
七
、八
里
の
地
点
ま
で
送
っ

て
き
た
。

　
　
『
梅
花
無
尽
蔵
』 
巻
二
よ
り

長
享
竜
集
戊
申
八
月
十
有
四
日
、
辰
則
（
刻
）
蓐
食
出
武
蔵
江
戸
城
、
数
十
騎
之
真
俗
、
送
余
七
八
里
、

鞍
上
聴
十
鴻
云
、
今
朝
避
乱
出
江
城 

熟
面
雲
山
送
我
行　

驢
痩
吟
鞭
敲
不
進 

始
聞
鞍
上
十
鴻
声 

此
夕

宿
白
子
里

　

訓
読
す
る
と
：
長
享
竜
集
戊つ
ち
の
え
さ
る申

八
月
十
有
四
日
、
辰
の
刻と
き

に
蓐
じ
ょ
く
し
ょ
く

食
し
武
蔵
江
戸
城
を
出い

づ
。
数
十
騎

の
真
俗
、
余
を
送
り
て
七
八
里
、
鞍
あ
ん
じ
ょ
う上

十
鴻こ
う

を
聴
き
て
云
わ
く
、
今
朝
乱
を
避
け
て
江こ
う
じ
ょ
う城を

出
づ
。
熟
面

の
雲
山
、
我
が
行
を
送
る
。

　

驢ろ

は
痩
せ
鞭
を
吟な
ら

し
て
敲た
た

け
ど
進
ま
ず
、
始
め
て
聞
く
鞍
上
十
鴻
の
声
、
此
の
夕
べ
白
子
の
里
に
宿
す
。

　

こ
の
七
言
絶
句
は
、
馬
上
の
万
里
が
、
途
中
で
「
十
鴻
」
す
な
わ
ち
「
こ
う
の
と
り
」
の
群
が
鳴
く
声

を
初
め
て
耳
に
し
て
感
銘
を
お
ぼ
え
、
そ
れ
を
表
白
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
の
と
り
は
鶴
の
一
種
で
高

樹
や
殿
堂
に
巣
を
営
み
、
往
古
は
武
蔵
国
に
も
棲
息
す
る
数
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

当
時
、
白
子
が
江
戸
か
ら
川
越
に
至
り
、
さ
ら
に
武
蔵
北
部
へ
通
じ
る
街
道
の
宿
駅
で
あ
っ
た
。
後
に

整
備
さ
れ
て
川
越
街
道
と
な
る
。

　

太
田
道
灌
の
暗
殺
に
よ
っ
て
、
関
東
管
領
を
務
め
る
山
内
上
杉
家
の
顕
定
と
扇
谷
上
杉
家
の
定
正
と
の

争
い
は
熾
烈
と
な
り
、
長
享
元
年
（1487

）
か
ら
永え
い

正し
ょ
う

二
年
（1505

）
に
か
け
て
、
広
範
な
地
域
で
衝

突
が
起
こ
る
（「
長
享
の
乱
」）。

　
　
◇　
◇　
◇　
◇　
◇　
◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇
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[ 享徳の乱は終息する ⇨・・・・[ 応仁の乱が終る ⇨・・

1490 14881489 14861487 1485 14831484 14811482 1480 1479 1477 14751476 14741478

足
利
義
尚
、
左
近
衛
中
将
に
任
官
。
九
代
征
夷
大
将
軍
宣
下

足
利
義
尚 
権
大
納
言
に
転
任

一
月
、
武
蔵
国
五
十
子
の
戦
い
。
十
一
月
、
応
仁
の
乱
が
終
息

一
月
、
幕
府
と
足
利
成
氏
と
の
和
睦
が
成
立
（
都
鄙
合
体
）

享
徳
の
乱
が
終
息
す
る

文
明
十
二
年
（
1
4
8
0
）
に
か
け
て
、
関
東
管
領
上
杉
氏

の
有
力
家
臣
長
尾
景
春
の
反
乱
が
始
ま
る

義
政
は
東
山
の
屋
敷
に
住
み
、
能
や
茶
の
湯
に
（
東
山
文
化
）

義
政
は
堀
川
の
小
河
御
所
を
建
設
し
て
移
る

義
政
は
長
谷
聖
護
院
の
山
荘
に
移
る

徳
政
一
揆
が
問
所
を
破
壊
す
る

義
尚
は
伊
勢
貞
宗
邸
に
居
住
す
る

持
朝
の
三
男
・
定
正
が
扇
谷
上
杉
家
の
家
督
を
継
ぐ

文
明
５
年

文
明
６
年

文
明
７
年

文
明
８
年

文
明
９
年

文
明
10
年

文
明
11
年

文
明
12
年

文
明
13
年

文
明
14
年

文
明
15
年

文
明
16
年

文
明
17
年

文
明
18
年

文
明
19
年

長
享
元
年

延
徳
元
年

延
徳
２
年

1473149114921493

延
徳
３
年

明
応
元
年

明
応
２
年

義政足利義稙
道
興
准
后
新
座
郡
を
周
遊
。
太
田
道
灌
謀
殺
さ
れ
る

山
内
上
杉
・
同
扇
谷
両
家
の
争
い
（
長
享
の
乱
）

義
尚
、
近
江
鈎
で
死
去

足
利
義
政 

死
去
、
慈
照
寺
が
創
建
さ
れ
る

足
利
義
尚 

右
近
衛
大
将
兼
任

明
応
の
政
変

足利義尚

・・・・・・長享の乱が勃発する・・]

太
田
道
灌
が
江
戸
城
内
で
歌
合
の
会
を
催
す
（
江
戸
歌
合
）

出
来
ご
と

西
暦

元 

号
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将
軍
家
の
葛
藤
は
激
化
す
る
が

　
　
＝
比
類
の
無
い
＝

　
「
東
山
文
化
」
が
創
成
さ
れ
る

　
室
町
亭
が
焼
失
し
小
川
殿
に
移
る

　

文
明
八
年
に
「
花
の
御
所
」
が
戦
火
で
焼
失
す
る
と
、
義
政
と
正
室
の
日
野
富
子
、
将
軍
義
尚
、
そ
し

て
乱
を
避
け
て
避
難
中
だ
っ
た
後
土
御
門
天
皇
は
「
小
川
殿
」
に
退
避
し
た
。

　
東
山
山
荘
の
建
築
が
始
ま
る

　

将
軍
義
政
は
、
富
子
た
ち
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
、
文
明
十
三
年
（1481

）、
洛
北
・
長
谷
の
山
荘
に
移
り
、

翌
年
か
ら
東
山
山
荘
（
東
山
殿
）
の
建
築
を
本
格
化
さ
せ
る
。

　

応
仁
の
乱
は
終
わ
っ
た
が
、
義
政
と
義
尚
と
の
間
で
意
見
が
食
い
違
い
が
起
こ
り
、
ま
た
義
尚
は
富
子

と
も
仲
が
悪
く
な
っ
て
離
れ
た
の
で
、
文
明
十
五
年
以
降
、
富
子
だ
け
が
小
川
殿
の
居
室
に
取
り
残
さ
れ

た
。
一
方
，
義
政
は
以
後
山
荘
に
籠
り
、
数
奇
の
道
の
探
求
に
は
拍
車
が
掛
か
る
。

　
「
東
山
文
化
」
を
開
花
さ
せ
る

　

都
は
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
が
、
争
い
を
避
け
た
将
軍
義
政
は
、
能
、
茶
道
、
華
道
、
庭
園
、
建
築
、

連
歌
な
ど
多
様
な
芸
術
を
花
開
か
せ
る
。
そ
れ
ら
は
戦
乱
に
明
け
暮
れ
た
庶
民
に
も
、
香
り
高
き
文
化
の

風
は
次
第
に
浸
透
し
た
。
ま
た
、
京
都
が
戦
火
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
、
多
く
の
文
化
人
・
知
識
人
が
地
方

の
守
護
大
名
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
諸
文
化
は
地
方
に
伝
播
し
て
、
今
日
ま
で
続
く
日

本
文
化
を
数
多
く
創
出
し
た
。

　
日
本
の
美
意
識
の
核
心
と
し
て

　

貴
族
的
で
華
麗
な
足
利
義
満
の
「
北
山
文
化
」
に
対
し
て
「
東

山
文
化
」
は
武
家
、
公
家
、
禅
僧
ら
の
文
化
の
融
合
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
と
さ
れ
、
幽
玄
、
わ
び
・
さ
び
に
通
じ
る
美
意
識
に
支
え

ら
れ
て
い
る
。

　
銀
閣
は
東
山
文
化
を
代
表
す
る

　

文
明
十
四
年
か
ら
、
東
山
の
月
待
山
麓
に
、
祖
父
・
義
満
が
造

営
し
た
鹿
苑
寺
の
舎
利
殿
を
模
し
て
、
楼
閣
建
築
の
造
営
を
始
め

た
。
観
音
殿
は
い
ま
「
銀
閣
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
義
政
自

身
は
山
荘
の
完
成
を
待
た
ず
、
工
事
開
始
の
翌
年
（
文
明
十
五
年
）

銀 閣（東正面）　慈照寺観音堂
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に
は
こ
こ
に
移
り
住
ん
た
。

　

東
山
殿
に
は
会か
い

所し
ょ

、
常つ
ね

御の
ご

所し
ょ

、
釣
ち
ょ
う

秋し
ゅ
う

亭て
い

、
竜
り
ゅ
う

背は
い

橋き
ょ
う、
泉
い
ず
み

殿ど
の

、
西せ
い

指し

庵あ
ん

、
漱そ
う

蘚せ
ん

亭て
い

、
超
然
亭
な
ど
の
大

規
模
な
建
物
が
建
ち
、
あ
る
程
度
の
政
治
的
機
能
も
も
っ
て
い
た
。

　

当
時
は
応
仁
の
乱
が
終
了
し
た
直
後
だ
っ
た
の
で
、
京
都
の
経
済
は
疲
弊
し
て
い
た
。
し
か
し
、
義
政

は
庶
民
に
段
銭
（
臨
時
の
税
）
や
夫
役
（
労
役
）
を
課
し
て
建
設
を
進
め
た
が
、
一
方
、
自
ら
は
書
画
や

茶
の
湯
に
親
し
む
風
流
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　
山
荘
の
完
成
を
待
た
ず
・
・
・

　

造
営
工
事
は
義
政
の
死
の
直
前
ま
で
八
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
。
文
明
十
八
年
、
銀
閣
の
隣
地
に

建
立
さ
れ
た
「
東と
う

求ぐ

堂ど
う

」
は
義
政
の
持
仏
堂
と
し
て
建
築
さ
れ
た
が
、
住
宅
建
築
の
要
素
が
強
い
様
式
を

も
つ
。

　

延
徳
二
年
（1490

）
二
月
、
同
年
一
月
に
死
去
し
た
義
政
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
東
山
殿
は
寺
院
に
改

め
ら
れ
、
相
国
寺
の
末
寺
と
し
て
慈
照
寺
（
京
都
市
左
京
区
に
所
在
）
が
創
始
さ
れ
た
。
い
ま
で
は
、
相

国
寺
の
境け
い

外が
い

塔た
っ

頭ち
ゅ
うの

「
銀
閣
寺
」
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
当
時
の
建
物
で
、
現
存
す
る
の
は
銀
閣
と
東
求

堂
の
み
で
あ
る
。

　
現
存
す
る
「
銀
閣
」
は
・
・
・

　

上
層
に
観
世
音
菩
薩
木
像
を
、
ま
た
下
層
の
「
心し
ん

空く
う

殿で
ん

」
に
は
千
体
地
蔵
像
を
安
置
し
て
、
上
層
の
禅

宗
仏
殿
風
と
下
層
の
住
宅
風
が
結
び
付
い
た
意
匠
を
も
つ
。

　
「
東
求
堂
」
は
・
・
・

　

入
母
屋
造
・
檜
皮
葺
き
、
文
明
十
八
年
（1486

）
の

建
立
で
、平
面
は
正
方
形
、三
間
半
四
方
の
規
模
（「
間
」

は
畳
の
長
辺
の
長
さ
）
を
も
ち
、
内
部
は
四
室
に
分
か

れ
る
。
正
面
側
は
八
畳
大
の
仏
間
、
奥
側
の
東
は
「
同

仁
斎
」
と
呼
ば
れ
る
四
畳
半
の
書
斎
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
北
面
の
左
側
に
半
間
幅
の
違
棚
、
そ
の
右
に
一
間

幅
の
付
け
書
院
を
設
け
る
。
棚
と
書
院
は
こ
の
種
の
座

敷
飾
り
と
し
て
現
存
最
古
の
も
の
と
さ
れ
、
今
日
で
は

定
型
化
さ
れ
た
書
院
造
の
源
流
と
い
わ
れ
る
。

東 求 堂

その書院造
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義
政
の
正
室

　
　
　
富
子
の
願
い
・
・
・

　
日
野
富
子
は
名
門
に
生
ま
れ
て

　

父
は
蔵
人
右
少
弁
・
贈
内
大
臣
日
野
重
政
、
母
は
従
三
位
北
小
路
苗
子
（
北
小
路
禅
尼
）、
永
享
十
二
年

（1440

）、山
城
（
現
・
京
都
府
）
で
生
誕
し
た
。
兄
弟
に
は
勝
光
（
兄
）、永
俊
（
十
一
代
将
軍
・
義
澄
の
義
父
）、

妹
は
足
利
義
視
室
と
な
る
。

　

日
野
家
は
将
軍
家
と
縁
戚
関
係
を
持
ち
、
義
政
の
生
母
・
日
野
重
子
は
富
子
の
大
叔
母
に
当
た
る
。
富

子
は
康
正
元
年
（1455

）、
十
六
才
で
義
政
の
正
室
と
な
り
、
長
禄
三
年
（1459

）
に
第
一
子
が
生
ま
れ

た
が
夭
折
す
る
。
そ
れ
を
義
政
の
乳
母
の
今
参
局
が
呪
い
を
掛
け
た
た
め
と
し
て
、
彼
女
を
琵
琶
湖
沖
島

に
流
罪
（
途
中
で
自
刃
）
に
、
ま
た
義
政
の
側
室
四
人
も
追
放
さ
れ
る
。

　
義
尚
の
誕
生
が
導
火
線
に
・
・
・

　

富
子
は
寛
正
三
年
（1462

）
と
翌
四
年
に
相
次
い
で
女
子
を
産
ん
だ
が
、
男
子
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。

寛
正
五
年
（1464

）、
義
政
は
実
弟
で
仏
門
に
入
っ
て
い
た
義
尋
を
還
俗
さ
せ
、
義
視
と
名
を
改
め
さ
せ
、

細
川
勝
元
を
後
見
に
将
軍
後
継
者
と
し
た
。

　

し
か
し
翌
寛
正
六
年
に
富
子
は
義
尚
を
出
産
し
た
た
め
、
義
尚
の
擁
立
を
目
論
ん
で
義
尚
の
後
見
で
あ

る
山
名
宗
全
や
実
家
で
あ
る
日
野
家
が
義
視
と
対
立
し
た
こ
と
は
前
号
で
詳
し
く
述
べ
た
。
こ
れ
に
幕
府

の
実
力
者
だ
っ
た
勝
元
と
宗
全
の
対
立
や
斯
波
氏
、
畠
山
氏
の
家
督
相
続
問
題
な
ど
が
絡
み
合
い
、
応
仁

の
乱
が
勃
発
し
た
の
で
あ
る
。

　
富
子
は
経
済
的
に
も
力
を
得
る

　

富
子
は
戦
乱
の
た
め
食
料
難
と
な
っ
た
と
き
、
お
米
の
取
引
に

参
入
し
、
投
機
に
よ
っ
て
巨
万
の
富
を
稼
い
で
蔵
を
建
て
た
、
と

の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
い
の
全
時
期
を
通
じ
て
、
富
子
は
細
川
勝
元
を
大
将
と
す
る

東
軍
側
に
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
東
西
両
軍
の
大
名
に
多
額
の
金
銭

を
貸
し
付
け
、
利
息
を
徴
収
し
た
、
と
い
う
。『
大
乗
院
寺
社
雑ぞ
う

事じ

記き

』
に
、
畠
山
氏
の
嫡
男
の
義よ
し

統む
ね

に
千
貫
文
を
貸
し
た
、
と
の
記
述
が
あ
る
。

　

な
お
、
同
書
は
興
福
寺
大
乗
院
で
門
跡
を
務
め
た
尋じ
ん

尊そ
ん

ら
が
三
代
に
わ
た
っ
て
記
し
た
日
記
で
、
約

百
九
十
冊
。
原
本
は
宝
徳
二
年（1450

）か
ら
大
永
七
年（1527

）ま
で
を
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る（
重

日野富子像　宝鏡寺蔵
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要
文
化
財
）。
特
に
尋
尊
の
書
い
た
部
分
は
、
応
仁
の
乱
前
後
の
貴
重
な
史
料
と
さ
れ
て
い
る
。

　　
「
京
都
七
口
関
」
の
設
置

　

過
ぐ
る
長
禄
三
年
（1459

）
こ
ろ
か
ら
、
京
の
七
口
（
京
都
に
つ
な
が
る
街
道
の
出
入
）
に
関
所
が
設
置

さ
れ
、
関
銭
の
徴
集
が
始
ま
っ
た
。

　

こ
の
関
所
の
設
置
は
、
内
裏
の
修
復
費
、
諸
祭
礼
の
費
用
だ
っ
た
が
、
富
子
は
殆
ど
そ
の
資
金
を
懐
に

入
れ
た
と
し
て
、
激
高
し
た
民
衆
（
徳
政
一
揆
）
が
関
所
を
破
壊
し
た
と
い
う
。
文
明
十
二
年
（1480

）

の
こ
と
で
あ
る
。
富
子
は
弾
圧
に
乗
り
出
し
て
関
所
の
再
設
置
に
取
り
掛
っ
た
。
火
災
で
焼
け
た
御
所
を

修
復
す
る
た
め
の
費
用
は
、
富
子
が
自
ら
の
蓄
財
か
ら
賄
っ
た
、
と
記
し
た
文
書
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
彼
女
を
民
衆
だ
け
で
な
く
公
家
の
怨
嗟
の
的
、
金
儲
け
の
悪
女
と
断
定
す
る
こ
と
は
行
き
過
ぎ
か

も
し
れ
な
い
。

　
義
政
と
の
間
は
冷
却
し
て
い
た

　

文
明
五
年
に
宗
全
・
勝
元
が
死
去
し
、
義
政
は
隠
居
し
て
、
義
尚
が
元
服
し
て
九
代
将
軍
に
就
任
、
富

子
の
兄
の
日
野
勝
光
が
新
将
軍
代
と
な
る
。
義
政
は
政
治
へ
の
興
味
を
全
く
失
な
い
、文
明
七
年
（1475

）

に
は
、
小
河
御
所
（
現
・
上
京
区
堀
川
）
を
建
設
し
て
一
人
で
移
っ
た
。

　

文
明
八
年
に
勝
光
が
没
す
る
と
、
富
子
は
実
質
的
な
幕
府
の
指
導
者
と
な
る
。「
御
台
一
天
御
計
い
」

す
る
と
い
わ
れ
た
富
子
に
、
八は
っ

朔さ
く

（
八
月
朔
日
＝
旧
暦
の
一
日
に
、
感
謝
の
贈
物
を
す
る
風
習
）
の
進
物
を

届
け
る
人
々
の
行
列
が
で
き
、
一
、二
町
に
も
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

室
町
亭
が
焼
失
す
る
と
、
義
政
が
住
む
小
河
御
所
に
移
っ
た
が
、
文
明
十
三
年
（1481
）、
義
政
は
長

谷
聖
護
院
の
山
荘
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
義
政
と
は
別
居
し
た
。

　
学
問
に
熱
心
だ
っ
た
・
・
・

　

富
子
は
、
関
白
の
一
条
兼
良
に
源
氏
物
語
の
講
義
を
受
け
た
と
い
う
。
将
軍
家
御
台
所
と
は
い
え
、
関

白
が
女
性
に
講
義
を
す
る
の
は
異
例
の
こ
と
で
、
彼
女
は
そ
の
た
め
に
莫
大
な
献
金
を
行
っ
た
よ
う
だ
。

　

文
明
九
年
七
月
、
朝
廷
が
開
い
た
天
皇
主
宰
の
「
七
夕
歌
会
」（
お
題
は
「
山
家
雨
」）
で
彼
女
が
詠
ん

だ
の
は
、

　
　

さ
び
し
か
れ
と　

世
を
の
が
れ
こ
し

　
　

柴
の
庵
に　

な
を
袖
ぬ
ら
す

　
　

夕
暮
れ
の
雨
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こ
の
歌
か
ら
、
幕
府
を
立
て
直
す
た
め
、
寂
し
さ
に
堪こ
ら

え
る
富
子
の
心
情
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
富
子
は
、京
都
の
祭
、御み

蔭か
げ

祭
（
葵
祭
の
前
に
行
わ
れ
る
）
の
復
活
に
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
九
代
将
軍
と
な
っ
た
義
尚
は
・
・
・

　

応
仁
の
乱
後
、下
克
上
の
風
潮
が
幕
府
の
権
威
を
大
き
く
衰
退
さ
せ
た
。
寛
正
六
年（1465

）に
生
ま
れ
、

よ
う
や
く
成
年
期
を
迎
え
た
義
尚
は
、
武
士
の
棟
梁
と
し
て
権
力
の
復
活
を
目
指
す
。

　

一
方
、
富
子
を
疎
ん
じ
始
め
、
文
明
十
五
年
（1483

）
に
は
富
子
を
お
い
て
伊
勢
貞
宗
（
義
政
の
信
任

が
厚
く
、
義
尚
の
養
育
係
を
命
じ
ら
れ
た
）
邸
に
移
転
す
る
。

　

文
明
十
七
年
（1485

）
五
月
、
義
尚
の
側
近
奉
公
衆
と
義
政
の
側
近
奉
行
衆
が
武
力
衝
突
す
る
事
件
が

起
こ
り
、
義
政
と
義
尚
の
対
立
は
激
化
し
た
。
そ
の
た
め
義
政
は
剃
髪
し
て
出
家
し
、
政
務
か
ら
離
れ
る

こ
と
を
決
め
る
。

　

山
城
国
一
揆
の
成
立
と
自
治

　

山
城
国
（
現
・
京
都
府
南
部
）
で
は
、守
護
大
名
の
畠
山
氏
の
内
紛
に
よ
っ
て
国
人
衆
や
農
民
は
疲
弊
し
、

文
明
十
七
年
に
一
揆
が
成
立
す
る
。
山
城
国
南
半
の
上
三
郡
（
現
・
久
世
郡
、
綴
喜
郡
、
相
楽
郡
）
の
国
人

や
農
民
が
協
力
し
て
畠
山
氏
の
政
治
的
な
影
響
力
を
排
除
し
、
以
後
八
年
間
自
治
を
行
っ
た
。

　
将
軍
の
権
力
確
立
に
努
め
て
・
・
・

　

義
尚
は
、
長
享
元
年
（1487

）
九
月
、
公
家
や
寺
社
な
ど
の
所
領
を
押
領
し
た
近
江
守
護
の
六
角
高
頼

を
討
伐
す
る
た
め
、諸
大
名
や
奉
公
衆
約
二
万
も
の
軍
勢
を
率
い
て
近
江
に
出
陣
す
る（
長
享
・
延
徳
の
乱
）。

高
頼
は
各
所
で
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
し
て
抵
抗
し
た
た
め
、
近
江
鈎ま
が
り（

現
・
滋
賀
県
栗
東
市
）
で
長
期
の
在

陣
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
（
鈎
の
陣
）。
そ
の
た
め
、鈎
の
陣
所
は
将
軍
御
所
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
と
な
り
、

京
都
か
ら
公
家
や
武
家
た
ち
が
訪
問
し
て
華
や
か
な
儀
礼
も
行
わ
れ
た
。
長
享
二
年
（1488

）、
改
名
し

て
義
煕ひ
ろ

と
称
す
る
。

　
政
治
・
軍
事
を
捨
て
る

　

六
角
征
伐
に
よ
っ
て
幕
府
の
権
力
は
一
時
的
に
回
復
し
た
も
の
の
、
義
尚
は
次
第
に
酒
色
や
文
弱
に
溺

れ
る
よ
う
に
な
り
、
政
治
や
軍
事
を
顧
み
な
く
な
る
。
ま
た
、
長
享
二
年
、
寵
愛
す
る
結
城
尚ひ
さ

豊と
よ

（「
尚｣

の
字
は
義
尚
か
ら
賜
っ
た
も
の
）
を
近
江
守
護
に
任
じ
る
な
ど
、
側
近
を
重
用
し
て
専
ら
政
治
を
任
せ
た
た

め
、
幕
府
権
力
が
専
横
さ
れ
る
結
果
と
な
る
。
戦
さ
に
関
わ
っ
て
一
年
有
余
ヶ
月
、
長
享
三
年
（1489

）

三
月
、
近
江
鈎
の
陣
中
で
義
尚
は
病
死
し
た
。
享
年
廿
五
才
。
死
因
は
過
度
の
酒
色
に
よ
る
脳
溢
血
と
い

わ
れ
る
が
、
明
確
で
は
な
い
。
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辞
世
の
句
が
残
さ
れ
て
い
る

　
　

な
が
ら
へ
ば
人
の
心
も
見
る
べ
き
に
露
の
命
ぞ
は
か
な
か
り
け
り

　
　

も
し
ほ
草
あ
ま
の
袖
師
の
裏
波
に
や
ど
す
も
心
あ
り
明
の
月

　
　

出
づ
る
日
の
余
の
国
ま
で
も
鏡
山
と
思
ひ
し
こ
と
も
い
た
づ
ら
の
身
や

　
富
子
は
将
軍
の
後
継
を
選
ぶ

　

息
子
の
急
死
に
意
気
消
沈
し
た
富
子
は
、
義
尚
に
継
嗣
が
無
か
っ
た
た
め
、
義
視
と
自
分
の
妹
と
の
間

に
生
ま
れ
た
足
利
義よ
し

材き

（
後
の
義よ
し

稙た
ね

）
を
将
軍
と
し
て
擁
立
す
る
こ
と
を
義
政
と
協
議
し
た
。

　
東
山
殿
、
銀
閣
の
完
成
を
待
た
ず
・
・
・

　

延
徳
二
年
一
月
（1490

）、
義
政
は
死
去
す
る
。
享
年
五
十
五
才
。
太
政
大
臣
を
贈
与
さ
れ
る
。
義
政

が
没
す
る
と
、
同
年
七
月
、
義
材
が
十
代
将
軍
と
な
る
。

　
義
材
も
富
子
と
争
う

　

義
材
の
後
見
人
と
な
っ
た
義
視
は
、
権
力
を
持
ち
続
け
る
富
子
と
争
い
、
富
子
の
邸
宅
小
河
邸
を
破
壊

し
て
領
地
を
差
し
押
さ
え
た
。
翌
年
の
義
視
の
死
後
、親
政
を
開
始
し
た
義
材
も
ま
た
富
子
と
敵
対
す
る
。

　
富
子
も
死
亡
す
る
・
・
・

　

明
応
二
年
（1493

）、
義
材
が
河
内
に
出
征
し
て
い
る
間
に
富
子
は
、
細
川
政
元
と
共
に
ク
ー
デ
タ
ー

を
起
こ
し
て
義
材
を
廃
し
、
義
政
の
甥
で
堀
越
公
方
足
利
政
知
の
子
足
利
義
澄
を
十
一
代
将
軍
に
就
け
る

（
明
応
の
政
変
）。そ
の
三
年
後
の
明
応
五
年（1496

）、つ
い
に
富
子
も
死
亡
し
た
。享
年
五
十
七
才
だ
っ
た
。

　
　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇
　
東
国
で
は
、
互
い
に
争
っ
て
い
た
山
内
、
扇
谷
両
上
杉
家
が
衰
退
に
向
か
い
，
駿
河
国
守
護
大
名
、
今

川
氏
の
客
将
（
客
分
と
し
て
遇
さ
れ
る
将
軍
）、伊
勢
新
九
郎
が
北
上
し
、関
東
一
円
を
牛
耳
る
こ
と
と
な
る
。

　
次
号
で
は
、
通
称
、
新
九
郎
盛
時
（
後
に
早
雲
庵
宗
瑞
を
名
乗
る
。「
北
条
早
雲
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
が
、

江
戸
城
を
始
め
と
し
て
武
蔵
国
の
諸
城
ほ
か
を
奪
い
、
領
国
を
拡
大
、
支
配
し
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
を
追
う

こ
と
に
し
た
い
。
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本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

　
　
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
・
・
・

　

地
域
住
民
と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、
報
道
に
よ
っ
て
市

民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
を
編
集
・
発
行
し
、

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL 090

（3048

）5502


